
2 　 x軸の正の部分を始線として，角 θの動径と，原点 Oを中心とする半径 1の円との

交点を P とする．行列

(
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)
で表される 1次変換を f とするとき，次の問に答

えよ．

(1) ベクトル f(
−−→
OP )とベクトル

−−→
OP の内積を θ の関数で表し，その関数の 0 5 θ 5 π

における最大値と最小値を求めよ．

(2) 上で求めた関数の最大値を与える θ に対して，f(
−−→
OP )と

−−→
OP は平行であることを

示せ．


